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第四分科会の報告 
 

 土砂災害情報提供と警戒避難における課題について中国地方整備局の建設専門官の森田

が報告いたします。 

 

背景 

 土砂災害は、①突発的に発生し、②家屋や人的な被害が発生すること、③水位の上昇が

わかる河川と異なり危険度が把握しにくいこと、という特徴を持つ。また、発生の条件が

複雑で、時間や場所の予測が困難である。そのため、住民が危険性を把握しにくく避難が

難しいという問題がある。 

 現在の土砂災害情報提供と警戒避難に関する取り組み状況は、気象庁との連携施策とし

て土砂災害警戒情報の整備が各県で実施されている、また、土砂災害防止法に基づいて土

砂災害警戒区域の指定も全国で５万件の行われている、という具合である。 

 本分科会では、このような取り組みを実施していくにあたって生じる問題について情報

を交換し討議した。 

 

現状について 

 本分科会のメンバーとして普段は土砂災害警戒情報の業務に携わっていない方もいるの

で、基礎講座として現状について発表していただいた。内容は、土砂災害警戒情報の取り

組み状況と土砂災害の傾向、あるいは、土砂災害警戒区域の指定と警戒避難体制の状況、

今年度策定された警戒避難ガイドラインの概要に関することである。基礎講座後の議論の

場では以下のような意見が出た。すなわち、避難勧告が空振りになった場合はあったもの

の避難勧告の基準（数値）を事前に知らせていたため問題がなかった、というものや、土

砂災害警戒情報について、現在は試行段階だが、土砂災害が発生した場所では確かに発表

の基準値を超えていた事例があるため、このような実績をもって市町村に説明し避難勧告

に役立ててもらうのが効果的であろう、というものである。 

 

警戒避難の研究事例 

 次に警戒避難の研究に関する話題が3件あった。1つ目は、わかりやすい土砂災害情報提

供のあり方の話題提供であり、土石流、地すべり、がけ崩れを土砂移動マグニチュードと

いう統一的な指標をもって規模を表すと、ほかの災害との現象の大きさの比較ができるの

ではないかという説明があった。被害のレベルの表現手法については今後の課題であると

していた。 

 次に危険斜面の計測手法として危険斜面のモニタリングの研究事例紹介があった。これ

は、夜間でもトータルステーションで危険斜面を把握できるように、ボーガンのようなも
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のを使って蛍光塗料で位置づけをして、その場所の観測を行うというものである。 

 続いて、光ファイバーを用いた地すべりモニタリングシステムについて話題提供して頂

いた。地すべりでは、落雷や電気ノイズの影響の除去や面的なモニタリングを可能にした

コストを押さえた手法という紹介があった。 

 

土砂災害警戒情報の運用と避難実態 

 土砂災害警戒の運用と避難の実態に関する話題提供があった。昨年の６月から１１月の

豪雨によって、発生した土砂災害（治山も含む）は、CL超過後のものが全体の７３％あり、

そのうち影響の大きな５０立米以上のものが全体の８５％あった、と報告された。その他、

時間的にいつ発生したか、という点について、２時間以内に発生したのが７割、１０時間

以内はほぼ１００％の割合で、確認ができた、と報告された。一方、土砂災害警戒情報を

発表するにあたり、予測降雨ではCLを超過するが、実際は超過しなかったものが６０％。

この逆は１０％あった、という報告があった。 

 この発表に対して次のような意見が出た。今後このような事例の収集が必要になってく

るが、問題は土砂災害の発生時刻が精確に分からないことになる。そうしないと、時間変

化が的確に把握できない。また雨量データについても、災害後すぐに気象庁にいえばデー

タがもらえるが、時間が経つと入手ができなくなる可能性があり、早めに確保する必要が

ある。降雨予測の精度については、大規模な前線などについては良い精度で予測できてい

るが、小規模なものや短時間のものはうまく予測で予測できていない。さらに、３時間先

の予測雨量は精度が悪いようだということが分かった。 

 

情報提供の方法の紹介 

 つぎに、わかりやすい土砂災害情報の実証実験と題して話題提供があった。消防団に携

帯電話を貸与して、作成したホームページによって情報提供するという内容である。検索

する場合はプル型、雨が降っているときには強制的にアラートで知らせるプッシュ型とし

て、効果的に情報提供ができたのではないか、という紹介があった。さらに、普通の住民

に対する広報の仕方として、なぜ避難しなければいけないのか、どうなったら危険なのか、

いつどこで危険なのか、避難などの具体的な行動、という４つのポイントを伝えるために、

被害の情報や危険箇所の情報、現在の雨量情報、予測雨量と危険度情報とともに、どこに

逃げればよいのか、まで含めて、視覚的に示すシステムを作成したら効果があったという

ことであった。 

 最後の話題提供として、諏訪市における警戒避難等の実情について、話題提供がされた。

諏訪市では有線放送の普及率が高いため、防災チャンネルで防災情報の提供を行ったとこ

ろ、非常に効果的であった。特にパソコンや携帯電話が使用できない高齢者に有効であっ

たこと、画像をつくっているため情報提供だけでなく情報共有までも効果的であったこと

が紹介された。地元の自治体が災害時要援護者などを記したマップを作成し、防災訓練を
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実施しているということで、市の動きとして非常に参考になる事例である。 

 

総括 

 全体をとおして、土砂災害警戒情報、警戒避難区域の整備ということに関してまとめる。 

 土砂災害警戒情報の発表基準は精度向上にむけて、災害データと今後の蓄積が必要であ

る。 

 土砂災害警戒情報の活用について、最近の土砂警戒情報の発表事例から、その有効性を

しっかりと市町村に理解してもらう必要がある。 

 土砂災害に関する警戒避難体制の整備にあたっては、消防部局などの関係者を巻き込ん

だ市町村説明会が効果的効率的である。 

 住民への情報提供は細かいことをすべて出すのではなく、住民が必要な情報を選択して

提供することが重要である。 

 また、都道府県が提供している５kmメッシュの危険度情報は、危険箇所がどこに含まれ

ているのかなどをきめ細かく情報提供できるようにすることが重要である。 

 今後の課題としては、①地域特性を考慮したCLの設定、②予測雨量の精度向上、③解析

雨量としてレーダー雨量を用いているがこれまで地方自治体が整備してきた地上雨量計の

データもキチンと反映したい、といったことがあげられた。 

以上です。 
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土砂災害情報提供と
警戒避難における課題について

中国地方整備局 建設専門官
森田 耕司

第20回(平成19年度）砂防研究報告会
第4分科会 背景（土砂災害の特徴）

局所的・突発的に被害が発生

家屋の破壊・人的被害が発生しやすい

危険度の上昇が実感しにくい

複数の素因・誘因が関係しており、危険性の
判断、精度の高い発生予測が困難

住民が危険性を認識しにくいため、避難しない

背景、討議内容

国土交通省砂防部と気象庁予報部の連携施策「土
砂災害警戒情報に関する伝達の推進」

「土砂災害警戒情報」の発表

土砂法に基づく土砂災害警戒区域の指定が進み、
「警戒避難体制の整備」を推進

 
土砂災害の警戒避難について、より有効な

「土砂災害警戒情報」と警戒避難体制の整備
に向けた取り組みや課題について討議

本分科会の進行

■基礎講座

「土砂災害警戒情報及び警戒避難体制の整備に
関する全国的な現状について」

砂防部砂防計画課 塩井課長補佐

・土砂災害警戒情報の取り組み状況と土砂災害の傾向

・土砂災害警戒区域の指定と警戒避難体制の整備状況

・「土砂災害警戒避難ガイドライン」の概要

（意見交換）

・避難勧告の基準（数値）を事前に設定し、周知していたため、避難勧告が
空振りとなっても苦情はなかった。

・（土砂災害警戒情報は未実施であったが）今年、土砂災害の発生した地
域ではその基準値を超えており、土砂災害警戒情報の有効性について
の理解促進と警戒避難との連携に効果的では。

本分科会の進行

・危険箇所における先進的なモニタリングに関する研究事例紹介

RE・MO・TE２

（夜間でもトータルステーションでの危険な斜面状況の監視が可能）

３）光ファイバーセンサーを活用した地すべりモニタリングシステム
土木研究所 樋口交流研究員

２）危険斜面の緊急計測手法
（独）土木研究所 石田主任研究員

■「警戒避難に関わる調査研究の取り組み」
１）わかりやすい土砂災害の情報に関する調査

国土総合技術政策研究所 小嶋主任研究官
・各種土砂災害の規模についての統一した表現の検討
（土砂移動マグニチュード、被害レベル）

・危険箇所における先進的なモニタリングに関する研究事例紹介

「地すべりモニタリングシステム」OTDR光ファイバ方式地盤伸縮計
（落雷や電気ノイズによるデータへの影響、長期間の観測、面的な状況の
監視が可能でコストを抑えた手法）

本分科会の進行

平成18年6月から11月の土砂災害（森林関係含む）

・土砂災害のうちCL超過後発生：73%（247件/339件）

（土砂量50m3以上の土砂災害では85%（29件/34件） ）
・CL超過後2時間以内の土砂災害発生： 70%、

10時間以内 ： 98%
・予測のみが超過64%、実況雨量が先にCLを超過10%

（意見交換）
・発生日時の把握、雨量データの保管
・降雨予測の精度（大規模の降雨・小規模な強雨域の予測の適否）

（ 3時間先の予測精度等）

■土砂災害警戒情報の運用と避難の実態
１）土砂災害警戒情報と危険度情報の検証

島根県砂防課 橋本主幹
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本分科会の進行

２）わかりやすい土砂災害情報に関する実証実験
四国山地砂防事務所 清水係長

・「なぜ避難しなければいけないのか」
・「どうなったら危険なのか」
・「いつ、どこで危険になるのか」
・「避難などの具体的な行動」

３）諏訪市における警戒避難等の実情について
諏訪市危機管理室 笠原

・CATVでの情報提供が効果的（高齢者等）
住民への情報提供だけでなく情報共有が可能に

・地元が動いて「ささえあいマップ」を作成
・今年、防災訓練（机上の防災訓練）も実施。

■土砂災害警戒情報の運用と避難状況の実態

 被害状況・危険箇所の状況
 現在の雨量状況等
 予測雨量、危険度情報と

避難場所を合わせて表示

消防団、市役所の方に携帯電話を貸与し、HPを作って情報提供
 PULL型とPUSH型を組み合わせた効果的な情報提供が可能

討議結果(1)(1)
土砂災害警戒情報・警戒避難体制の整備について

・土砂災害警戒情報の発表基準については、精度向上に向
けた今後の雨量・災害データを蓄積と検証が重要

・土砂災害警戒情報の活用においても、最近の土砂災害発
生時の事例の検証結果等を用いてその有効性をしっかり
と市町村に理解してもらうことが必要

・土砂災害に関する警戒避難体制の整備にあたっては、消
防防災部局等関係部局との連携が重要であり、関係者を
巻き込んだ市町村説明会がより効果的、効率的

・住民への情報提供については、全ての詳細な情報ではな
く住民の必要とする情報を提供

・対象市町村へのきめ細やかな情報提供

討議結果(2)(2)

土砂災害警戒情報の今後の課題について

１）地域特性を考慮したCLの設定
地形、地質や災害履歴等の反映

２）予測雨量の精度向上
局所的な降雨や予測のみがCLを超過への対応

３）雨量局による実測雨量の評価（反映）
実際に現地で測定されている雨量の反映
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わかりやすい土砂災害情報について

はじめに

土砂災害警戒避難対策等ソフト対策の拡充

土砂災害警戒避難の課題

①情報の過小評価により、避難が遅れる

②避難の過程で多くの困難を伴う

課題の解決

・危険を判断し、自発的行動ができる

「わかりやすい土砂災害情報」の提供

実証実験の概要

情報伝達情報伝達のの実験実験 事後事後アンケートアンケート事前アンケート

平成平成1717年年88月月 99月月 1010月月 1111月月 1212月月 平成平成1818年年11月月

情報伝達の実験
事前アンケート

事後アンケート

対象地域 ：高知県土佐郡土佐町

対象者 ：土佐町職員・消防団員計17名

実施期間 ：平成17年9月12日～11月30日

対象地域 ：高知県土佐郡土佐町、長岡郡本山町

対象者 ：町職員・消防団員・住民 計42名

実施期間 ：平成18年6月1日～10月31日

趣旨説明など

参加者説明会 情報伝達情報伝達のの実験実験

実験ホームページによる情報伝達

事後アンケート降雨時降雨時のヒアリングのヒアリング

実際に利用頂いた際
のご意見をヒアリング

実験参加者
の一部

…

…

土木研究所
担当者

実運用の際の利点・
課題・要改良点を調査

平成平成1818年年55月月 66月月 77月月 88月月 99月月 1010月月 1111月月

実験準備
★

5/末
説明会

情報伝達の実験

事後アンケート
降雨時のヒアリング

現在提供されている土砂災害情報

平常時向け（静的な情報）
・土砂災害の現象についての説明

・土砂災害と降雨の関係の説明

・警戒が必要な雨量

・避難の際の留意事項

・土砂災害の危険箇所

・過去の災害事例 ・・・等

現在提供されている土砂災害情報
・警戒時向け（リアルタイム情報）

レーダ雨量計 各種センサ類

テレメータ雨量計

連携案方式による
警戒避難基準雨量

短
期
降
雨
指
標

長期降雨指標
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わかりやすい土砂災害情報に必要な要素

降雨情報
の知覚

降雨状況
の理解

降雨を
予測・行動雨量情報

土砂災害
情報の
知覚

土砂災害
情報

土砂災害
を予測・
行動

土砂災害
情報の
理解

いつ、どこが、
どのくらい

(：具体的な危険度)

なぜ（：根拠としての雨量）

土砂災害
の特徴の
理解

なぜ（：特徴の事前理解） どうすればよいか
(：避難先)

「○○県×× 地方に
大雨警報が発表
されています」

今日の運動会は
大雨で中止かな

会場に行かず
家にいようか

わかりやすい土砂災害情報に必要な要素

「なぜ」 ：特徴の事前理解

「なぜ」 ：根拠としての雨量

「いつ・どこが・

「どうすればよいか」：避難先・避難経路

どのくらい」
：具体的な危険度

「なぜ」（特徴の事前理解）

土砂災害の
起こりやすい

地形条件

土砂災害発生と
降雨の関係をア

ニメで説明

過去の災害事例
写真

「なぜ」（根拠としての雨量）

砂防事務所の設置する
詳細な地上雨量計情報

面的なレーダー
雨量情報

降雨の予測：広域のレーダー雨量

広域のレーダー
雨量情報を3時間前～2

時間半後まで表示

局地的豪雨の把握：町内の詳細な雨量
町内のレーダー
雨量情報を3時
間前～2時間半

後まで表示

地上雨量情報の
一覧表を表示、
10分毎に更新
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避難場所と

災害時要援護
者施設を表示

危険箇所ごとに
危険度で着色、

10分ごとにリアルタイム
で更新

「いつ、どこが、どのくらい」（危険度）
「どうすればよいか」（避難先）

レーダー雨量による面的な危険度判
定

雨量メッシュ毎の危険度判定

突
合
せ

危険

警戒

注意

通常
字界

危険箇所へ着色表示

避難場所
災害時要援護者施設

通常
注意

警戒
危険

避

援

危険な地区の判断：町内危険度一覧

地区毎に危険度で
着色、10分毎にリア

ルタイムで更新

必要な情報伝達手段

端末

－平常時も警戒時も身近にある機器

情報伝達の形態

－いつでもどこでも得たい情報を探せること

－タイミングよく気づいてもらうこと

プルプル型型とプッシュとプッシュ型型のの併用併用

携帯電話携帯電話のの活用活用

プッシュ型 自動アラートメール

事前登録した
町職員/住民へ
自動送信。

自動アラートメール

アンケート結果

【情報の効果について】

「これだけ詳細な情報は他になく、重宝している。」

「広域のレーダー、町内の地上雨量、町内のレーダー、
町内危険度一覧の順番で情報を確認する。」

「危険度の詳細図は、消防団員が一般住民を誘導す
る際に、説得・説明材料として用いると有効と思われ
る。」

【情報の改善案】

「レーダー雨量と地上雨量が同一画面上に表示される
とより有効。」

「メール配信は、町内全域を対象に、段階的に数回程
度の配信が適切。」

「危険度の一覧図で、危険箇所の位置も確認できると
良い。」
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まとめ

具体的なプル型コンテンツの有効性

「いつ避難すべきか」のわかりやすさについて
は、予測雨量や土砂災害前兆現象の活用等
改善の余地がある

アラートメールによる、昼夜問わずのプッシュ
型情報配信については、抵抗感は少ない
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わかりやすい土砂災害情報に
関する調査 について

国土技術政策総合研究所
砂防研究室 小嶋 伸一

土砂災害の種類

土石流 地すべり がけ崩れ

土砂災害では、色々な土砂移動の形態があり、様々な
被害が発生します。

土砂災害の大きさを表すわかりやすい指標が必要

研究目的

①国民への災害情報を提供する上で、災害が発
生したときの土砂災害規模をわかりやすく正
確に表現することが重要である。

②海外の土砂災害と比較する上で、土砂災害の
報告様式を統一することが重要。

①わかりやすい土砂災害指標の作成

②国際的な土砂災害報告様式の作成

土砂災害の規模の
わかりやすい表現手法

１．日本における台風、地震の表現方法

台風に関する情報の中では
台風の大きさ※１と強さ※２を
組み合わせて，「大型で強
い台風」のように呼びます。
※１：風速15m以上の半径
※２：最大風速

大きな地震が発生すると、
震源の位置だけでなく、マグ
ニチュードや震度等も発表し
ています。

２．土砂災害の規模のわかりやすい表現方法

土砂災害の規模を大きさと強さで示す

○大きさ

土量、土砂移動の形態、材質、土砂
移動速度、発生箇所数等の土砂移動
現象の大きさを示す指標とする。

○強さ

人的被害、物的被害、鉄道・道路の
不通等の被害の大きさを示す指標と
する。

国総研資料　第 516 号



２．１ 土砂移動現象の大きさの指標について
土砂移動現象の大きさを表す指標として、土砂移動マ

グニチュード（内田ら、2005）が提案されている。

• 土砂移動マグニチュード（Ｍ）

→ 土砂災害の種類や発生形態を考慮せずに土

砂移動現象の大きさを客観的に表現すること

が可能

→  ρｇをかけることで、エネルギーにより他の現

象と比較可能

VHM 10log
V:移動土塊の量(m３) H:土塊の移動比高差(m)

1.1×109 (J)
ただし、エネルギーの多くは光と音になる

被害：工場、アパート半壊
土塊の単位堆積重量1.7ｔ/m3

崩壊の高さ約25m
崩壊の土量約500ｍ３

土砂移動マグニチュードＭ＝4.1
エネルギー：2.1×108（J）

土砂移動マグニチュード
の計算結果

雷

2×108 (J)

火薬(TNT)
50kg

地震
M＝２～３

６×107 ～２×109 (J)

アパートの被災状況

同程度のエネルギー
を持つ現象

他の現象と被害のイメージが概ね一致

○土砂移動現象の大きさを表す指標

土砂移動マグニチュードで、土砂災害の種
類等によらず土砂移動現象の大きさを表すこ
とが出来る。

また、土砂災害マグニチュードにより、土
砂災害の怖さを他の現象で表すことがわかる。

→土砂移動現象を表す指標として適切

○課 題

台風や豪雨では、土砂災害が多発する場合があ
り、災害全体の土砂移動現象の大きさを表す方
法の開発が必要

土量 比高 Ｍ

…… …… ……

…… …… ……

…… …… ……

…… …… ……

…… …… ……

…… …… ……

災害報告より平均

土砂移動ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ

母集団平均値の区間推定

n
sntx

n
sntx )1()1( 025.0025.0

土砂移動発生箇所数

空中写真や母集団の
比率の推定

× ＝

全
体
の
土
砂
移
動
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

n
ppp

n
ppp )1(96.1)1(96.1

○対 応

統計的手法による土砂災害マグニチュード推
定手法の妥当性の検討

H14.7.17 朝日新聞新潟版 H13．6.30 熊本日日新聞

○課 題

一般の被害認識に応じた尺度で、被害の大きさを表現
する指標の作成が必要

２．２ 被害の大きさを表す指標について
土砂災害では、人的被害・物的被害（家屋、公共施設、

道路、鉄道等）の他にも、河道の閉塞による浸水被害、鉄
道の不通や通行止め等の多様な被害が発生する。

調
査
対
象
選
定

（
４
県
程
度
）

既
存
資
料
調
査

（
被
害
整
理
）

災
害
発
生
状
況

調
査

説
明
変
数
選
定

（
人
的
被
害
等
）

ア
ン
ケ
ー
ト
作
成

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
県
庁
職
員
）

（
目
的
変
数
の
収
集
）

数
量
化
解
析

（
被
害
レ
ベ
ル
関
数
の
作
成
）

○対 応

災害事例から、一般の方々（県庁一般職員）が感じてい
る被害の大きさをアンケート調査し、数量化解析により被
害の大きさの指標（被害レベル）を作成する。
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①災害発生状況調査結果

主な土砂災害発生県 砂防部ＨＰより

主な災害発生県

②アンケート調査による災害レベルの把握方法

被害レベルのアンケート
による把握

死者数・負傷者数(人)

人的被害

全壊・半壊・一部破損(件)

道路・鉄道の被害(ｍ、時間）

公共施設の被害(件)

耕作地の被害(m2)

土砂災害が繰り返し多発する都道府県

過去の土砂災害
被害データ提示

説明変数（未定）

物的被害

その他

新聞の報道件数（件）

経過年数（年）

目的変数

県職員（一般）へのアンケート

被害の大きさ

甚大小さい

被害ﾚﾍﾞﾙ

被
害
レ
ベ
ル
関
数
の
作
成

数量化
解析

被験者の思

う箇所に○

を記入

0

50

100

150

200

250

300

350

0 2 4 6 8 10 12 14

土
砂

災
害

レ
ベ

ル

(全
壊

＋
半

壊
＋

一
部

破
損

家
屋

数
)

土砂移動マグニチュード

がけ崩れ

土石流

地すべり

バワカラエン

レイテ島

岡谷・小田井沢川

岡谷・志平沢川

岡谷・的場川

H17台風14号九州地方土砂災害総計

世界の主な土砂災害の土砂移動マグニチュードと土砂災害レベル

３．土砂災害規模の表現手法
土砂移動マグニチュードと被害レベルを用いた土砂災

害規模の表現手法の検討

土砂災害ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ

被
害

ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ
頻

度

※ 個々と災害全体のﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞで検討必要

• 土砂災害規模を
適切に評価できる
指標の検討

• 土砂災害規模のカ
テゴリー化の検討

• 諸外国における災
害との比較ができ
る評価軸の検討
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土砂災害警戒情報、土砂災害警戒情報、

土砂災害危険度情報土砂災害危険度情報のの検証検証

島根県土木部砂防課島根県土木部砂防課

検証の目的

目的は・・・・

土砂災害警戒情報、土砂災害危
険度情報の判定基準となるＣＬ
（土砂災害発生危険基準線）が
妥当な値であるか？

警戒情報、危険度情報の発表が
土砂災害発生の危険性を適確に
表しているか？

災害捕捉率・見逃し率

発生した災害とＣＬとの関係

発表状況と発生状況の関係

空振り率

市町村が行う防災活動や、住民の自主避難の判断材料として活用で
きるものであるかどうか

課題を整理し、改善を図る

資料の収集

検証に必要な資料は・・・

①土砂災害資料

②市町村の防災体制、避難勧告の発表状況

③降雨資料、気象予警報の発表状況

④住民、市町村アンケート

平成１８年６月から１１月に発生した土砂災害について、砂防課
及び森林整備課が保有するデータ

各降雨時の体制、避難勧告等の発表状況、発表対象事象

解析雨量、土壌雨量指数、降水短時間予報、予測土壌雨量指数、
土砂災害警戒情報、大雨警報等に関するデータ

警戒情報・危険度情報の周知度、避難情報として

（住民２２３人及び２０市町村から回答）

平成平成1818年年77月豪雨月豪雨のの検証検証
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時
間
雨
量

0

100

200

300

400

500

連
続
雨
量

解析雨量

連続雨量

観測局：多根観測局：多根 強
い
降
雨

強
い
降
雨

小
康
状
態

小
康
状
態

強
い
降
雨

強
い
降
雨

連続雨量２００連続雨量２００mmmm

連続雨量３００連続雨量３００mmmm

災害発生 災害多発

平成平成1818年年77月豪雨月豪雨のの特徴特徴

土砂災害の発生状況

土石流   (砂防課)
がけ崩れ (砂防課)
地すべり (砂防課)

土石流   (森林整備課)
がけ崩れ (森林整備課)
地すべり (森林整備課)

護岸崩壊 (砂防課)

土砂災害の発生状況

H18-1-143H18-1-143H18-1-143H18-1-143H18-1-143H18-1-143H18-1-143H18-1-143H18-1-143
H18-1-142H18-1-142H18-1-142H18-1-142H18-1-142H18-1-142H18-1-142H18-1-142H18-1-142H18-1-032H18-1-032H18-1-032H18-1-032H18-1-032H18-1-032H18-1-032H18-1-032H18-1-032

H18-1-044H18-1-044H18-1-044H18-1-044H18-1-044H18-1-044H18-1-044H18-1-044H18-1-044

H18-1-035H18-1-035H18-1-035H18-1-035H18-1-035H18-1-035H18-1-035H18-1-035H18-1-035

H18-1-033H18-1-033H18-1-033H18-1-033H18-1-033H18-1-033H18-1-033H18-1-033H18-1-033

H18-1-088H18-1-088H18-1-088H18-1-088H18-1-088H18-1-088H18-1-088H18-1-088H18-1-088

H18-1-127H18-1-127H18-1-127H18-1-127H18-1-127H18-1-127H18-1-127H18-1-127H18-1-127

H18-1-098H18-1-098H18-1-098H18-1-098H18-1-098H18-1-098H18-1-098H18-1-098H18-1-098

H18-1-061H18-1-061H18-1-061H18-1-061H18-1-061H18-1-061H18-1-061H18-1-061H18-1-061

H18-1-070H18-1-070H18-1-070H18-1-070H18-1-070H18-1-070H18-1-070H18-1-070H18-1-070

H18-1-060H18-1-060H18-1-060H18-1-060H18-1-060H18-1-060H18-1-060H18-1-060H18-1-060

H18-1-057H18-1-057H18-1-057H18-1-057H18-1-057H18-1-057H18-1-057H18-1-057H18-1-057
H18-1-095H18-1-095H18-1-095H18-1-095H18-1-095H18-1-095H18-1-095H18-1-095H18-1-095

H18-1-072H18-1-072H18-1-072H18-1-072H18-1-072H18-1-072H18-1-072H18-1-072H18-1-072

H18-1-066H18-1-066H18-1-066H18-1-066H18-1-066H18-1-066H18-1-066H18-1-066H18-1-066

H18-1-073H18-1-073H18-1-073H18-1-073H18-1-073H18-1-073H18-1-073H18-1-073H18-1-073

H18-1-081H18-1-081H18-1-081H18-1-081H18-1-081H18-1-081H18-1-081H18-1-081H18-1-081
H18-1-067H18-1-067H18-1-067H18-1-067H18-1-067H18-1-067H18-1-067H18-1-067H18-1-067

H18-1-094H18-1-094H18-1-094H18-1-094H18-1-094H18-1-094H18-1-094H18-1-094H18-1-094

H18-1-029H18-1-029H18-1-029H18-1-029H18-1-029H18-1-029H18-1-029H18-1-029H18-1-029

H18-1-017H18-1-017H18-1-017H18-1-017H18-1-017H18-1-017H18-1-017H18-1-017H18-1-017

H18-1-011H18-1-011H18-1-011H18-1-011H18-1-011H18-1-011H18-1-011H18-1-011H18-1-011

H18-1-089H18-1-089H18-1-089H18-1-089H18-1-089H18-1-089H18-1-089H18-1-089H18-1-089

H18-1-030H18-1-030H18-1-030H18-1-030H18-1-030H18-1-030H18-1-030H18-1-030H18-1-030

H18-1-054H18-1-054H18-1-054H18-1-054H18-1-054H18-1-054H18-1-054H18-1-054H18-1-054

H18-1-071H18-1-071H18-1-071H18-1-071H18-1-071H18-1-071H18-1-071H18-1-071H18-1-071

土石流
がけ崩れ
地すべり

発生状況の調査

発生位置

発生日時

災害種別

災害規模

緯度経度

５ｷﾛﾒｯｼｭNo

１ｷﾛﾒｯｼｭNo

被災状況

ほか

調査件数 ５０３件

対象期間内 ４９９件

発生日判明 ３８９件

発生時刻判明２２６件

災害規模判明１０３件

★調査項目

時間不明の場合、最大降雨時と想
定したケースあり
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警戒情報・危険度情報の発表状況

発表状況
土砂災害警戒情報

３降雨で２６回市町村

土砂災害危険度情報

１０降雨で５０回市町村

土砂災害発生危険基準線（ＣＬ）の検証

ＣＬ超過（レベル４）と発生状況の関係

ＣＬを超えると発生する可能性が高い

スネーク曲線でいつＣＬを超過するか

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

時
間
雨
量

土壌雨量指数

Ｃ
Ｌ

捕 捉：ＣＬを超えて発生

見逃し：ＣＬを超えずに発生

対象災害： ３８９件

事前にレベル４ ２４７件

６３％を捕捉

５０m3以上の災害：３８件

事前にレベル４ ２８件

７４％を捕捉

土砂災害警戒情報を発表するための土砂災害警戒情報を発表するためのCLCL（島根県）（島根県）

地形・地質や降雨の特性に基づいて設定した地形・地質や降雨の特性に基づいて設定した1212ブロックをブロックを
平地・山地で分割した平地・山地で分割した1919ブロックブロックに対してに対してCLCLを設定を設定

11

2233

44
5566

77
88

99

1010

1111

1212

土砂災害危険度情報の発表

判定結果

予測のみ超過  ６４％

半数以上がレベル３で消滅

予測精度の向上が望まれるが

・予測にも得手不得手がある

・技術にも限界がある

実況先行  １０％

突然レベル４が発表される

（１）大規模な降水域に対する予測は得意

（２）小規模な強雨域の予測は不適切な場合も

低気圧や前線などまとまった雨雲は持続性があるため、降水パターンの変
化も小さい。台風もある程度の得意分野

数十キロ範囲の雨雲は短時間に盛衰を繰り返すため、一つ一つの強雨域の
動向を適切に予測することは困難。局地的発達豪雨

（３）急速に盛衰する降雨域は予測は不十分

持続性の欠ける小規模な降水域は予測が難しい 熱雷

降水の変動には得手・不得手がある。

現状と予測両方から活用することが必要。

（４）予測の精度は時間に大きく影響される。

１時間先と２時間先と３時間先では予測精度が大きく違う。

３時間先になると精度は大きく低下する。

予測雨量について注意事項 予測雨量と解析雨量の比較（平成18年7月例）
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土砂災害危険度情報の発表

予測の精度

●レベル３までで消滅

判定結果では

３２／５０回 ６４％

防災情報として活用するには
予測のみで消滅が多い

うち、大雨警報発表なしの降雨では

１８／１９回 ９４％

警報が発表されない場合には
ほとんどが予測で消滅する

７月豪雨時の判定状況では

４／１７回 ２４％

災害が多発する降雨規模の場
合はレベル４まで発表が多い

活用にあたっては、気象状況等を踏まえ、総合的に判断する必要がある

69件

29件

34件

5件

0% 50% 100%

50m3以上（ 34件）

全　　体（103件）

うち流出土砂量が判明している災害

247件(73%)

215件

23件

9件

92件(27%)

87件

4件

1件

0% 50% 100%

地すべり（ 13件）

土 石 流（ 24件）

がけ崩れ（302件）

全　　体（339件）

発表中に発生 発表外で発生

土砂災害警戒情報の災害捕捉率

警戒情報発表中に発生した災害

家屋が損壊する規模の土砂災害の８５％は警戒情報発表中に発生

発表外の９２件のうち４１件が松江市で発生している 検討が必要

内
訳

土砂災害警戒情報の災害捕捉率

警戒情報発表中に発生した災害
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大雨警報 
土砂災害警戒情報 
レベル 4  
レベル 3  
レベル 2  
レベル 1  
避難勧告  

土砂災害警戒情報

大雨注意報警報

避 難 勧 告

土砂災害危険度情報

飯南町（７月豪雨） 土砂災害警戒情報

土砂災害警戒情報の災害捕捉率

警戒情報発表中に発生した災害

飯南町（７月豪雨）
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7/17 6:55～7/19 10:35
土砂災害警戒情報

0

10

20

30

40

50

60

0 50 100 150 200 250 300
土壌雨量指数(mm)

時
間

雨
量

(m
m

)

平成18年7月19日 0:30
がけ崩れ発生

土砂災害警戒情報の災害捕捉率

警戒情報発表中に発生した災害

大田市（７月豪雨）
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土砂災害警戒情報

大雨注意報警報

避 難 勧 告

土砂災害危険度情報

土砂災害警戒情報

土砂災害警戒情報の災害捕捉率

警戒情報発表中に発生した災害

大田市（７月豪雨）
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土砂災害警戒情報
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土砂災害警戒情報の災害捕捉率

警戒情報発表中に発生した災害

松江市（７月豪雨）
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土砂災害警戒情報 
レベル 4  
レベル 3  
レベル 2  
レベル 1  
避難勧告  

土砂災害警戒情報

大雨注意報警報

避 難 勧 告

土砂災害危険度情報

土砂災害警戒情報

大雨警報は発表されているが
警戒情報、危険度情報の発表
がない状況で災害が多発する

土砂災害警戒情報の災害捕捉率

松江市の災害捕捉率

松江市に警戒情報が発表された日時は

１８日１７時３０分

松江市で災害が発生しはじめた日時は

１７日 ５時３０分
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土砂災害警戒情報

レベル 4
レベル 3
レベル 2
レベル 1
避難勧告

土砂災害警戒情報

大雨注意報警報

避 難 勧 告

土砂災害危険度情報

7/17 5:30 - 9:30
7/17 17:00
7/18 5:30 - 10:00
7/18 11:30 - 13:30

警戒情報発表前の発生箇所

１７日５：３０

１７日６：００

土砂災害警戒情報の災害捕捉率

松江市の災害捕捉率
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土砂災害警戒情報

降雨状況の詳細とスネークライン
５０ｍｍ以上の短期強降雨が引き金 下限値

本来のＣＬは超過しているが下限値によりカット  警戒情報が発表されない

下限値は熱雷等により容易にＣＬを超過することを防ぐために設定したもの

今後の発生状況を要観察、再現するようであれば下限値の見直しを検討

下限値見直し

土砂災害危険度情報（５ｷﾛﾒｯｼｭ）の災害捕捉率

土砂災害が発生する前に発生地点の５ｷﾛﾒｯｼｭでレベル発表

247件(63%)

291件(75%)

299件(77%)

308件(79%) 81件

90件

98件

142件

事前にレベル１以上

事前にレベル２以上

事前にレベル３以上

事前にレベル４発表

発表 未発表

発生した災害のうち約８割で事前に危険なことを知らせている

レベル４発表後の２時間以内

レベル４発表後に再び強い降雨
災害が多発する傾向が強いので要注意

土砂災害危険度情報（５ｷﾛﾒｯｼｭ）の災害捕捉率

レベル４発表ﾒｯｼｭ数と発生状況

県内の設定メッシュ数

２９８ﾒｯｼｭ

レベル４出現ﾒｯｼｭ数

のべ１５４ﾒｯｼｭ

うち災害発生ﾒｯｼｭ数

のべ ７５ﾒｯｼｭ

レベル４が点灯した
メッシュの１／２には
災害が発生している

土砂災害警戒情報等の課題

・予測雨量の精度向上
１時間先、２時間先の精度の違い、突然のレベル３、レベル４の発生、
大きすぎる（安全サイド？）予測が多い
3時間先は誤差が多い（レベル１は情報として信頼性？）

・解析雨量の精度（実況雨量との整合性）向上
アメダスとは整合してる。・県管理雨量計と相違？解析雨量は実況？
メッシュ判定のばらつき（１ｋｍメッシュ毎）解析単位の限界？

・気象変化（熱雷）の対応
鋭敏なレベル表示、すぐに消えるレベル３、４の対応

・土壌雨量指数の地域ごとの設定
土質地域対応の土壌雨量指数（信頼性の向上）研究、地域性、降雨特性

・メッシュ表示の工夫
レベルの保持時間の調整、１ｋｍメッシュの判定方法運用の変更
土砂災害警戒情報未発表時のレベル表示

・CL付近の危険度表示（CL以下になると安全？）
危険性の度合いを表す工夫（たとえばNIGeDaS など）
CLは超過していないが土壌雨量指数が高いときも危険
CLを越えて、その後下がっても危険度はしばらく高い状態続く

・警戒情報と危険度情報のタイミング
早期避難につながる工夫、危険度計算の時間と表示の時差、判断
時のスネークは30分遅れの情報（計算時差の縮小）CL超えて２時間以内
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７月豪雨における避難勧告の発令状況

避難勧告が発令された地区２１地区
対象事象が

河川増水 ９地区

河川増水・土砂災害 ３地区

土砂災害 ９地区

警戒情報か、危険度情報が
きっかけとなった発令はなし

災害発生前、事前の避難
勧告等の発令の判断基
準が定められていないの
が現状である

・土砂災害に関する明確な避難勧告の基準を設定し
ていない。

・土砂災害の危険度が目に見えない（河川災害とは
異なる。）

・警戒避難基準雨量は発表回数（空振り）ばかり
だった信頼性のある情報かどうかわからない。

・住民の理解が得られるか心配
・ひとつの雨量計の支配範囲が広すぎる。
・地域と時間を特定できない。（どこへ いつ）
・避難勧告・指示の広報手段が確立していない。(地

域防災計画が未整備である）
・避難すること自体が危険（時間、経路、場所）

・地域防災組織が機能していない。人材、組織が足
りない。

市町村が避難勧告を出さないのはなぜ?（アンケート自由意見）

39人
(70%)

17人
(30%)

知っている
知らない

63人
(52%)

59人
(48%)

知っている
知らない

アンケート調査結果

土砂災害危険箇所
Ｑ住民－自宅が土砂災害危険箇所かどうかご存知ですか？

Ｑ市町村－土砂災害危険箇所を住民に周知していますか？

8市町村

2市町村

6市町村

4市町村

全箇所周知

ほぼ周知

一部周知

していない

一般住民（１２２人） 避難 者（５６人）

周知手法としては

説明会、防災マップなど

周知してない理由として

避難体制に整備に合わせて

不安をあおるだけでは

避難の遅れに

経験上の安全過信

危険性の認識不足

防災情報効果半減

危険性の周知不足
10市町村10市町村

全住民に周知

周知していない

47人
(22%)

170人
(78%)

知っている
知らない

95人
(43%)127人

(53%)

知っている
知らない

アンケート調査結果

土砂災害警戒情報・危険度情報
Ｑ住民－土砂災害警戒情報・危険度情報をご存知ですか？

Ｑ市町村－警戒情報・危険度情報を住民に周知したか？

土砂災害警戒情報 土砂災害危険度情報

周知手法としては

説明会、広報誌など

周知していない理由として

避難体制に整備に合わせて

避難の遅れに

危険性の不理解

防災情報の不足

防災情報効果半減

危険性の周知不足

76人

23人
9人

14人
避難したかったが夜間は危険なのでやめた

役場から何も連絡がない

これぐらいなら大丈夫だと思った

その他

アンケート調査結果

避難について
Ｑ一般住民－危険を感じても避難しなかった理由は？

44人

119人
56人

91人38人

30人
役場からの呼びかけ

隣、近所からの呼びかけ

テレビ、ラジオでの呼びかけ

自ら危険を感じたとき

土砂災害が発生したとき

その他

2人

33人

11人

36人

4人
役場からの避難の呼びかけ

隣、近所からの呼びかけ

テレビ、ラジオでの呼びかけ

自ら危険を感じたから

その他

Ｑ一般住民－もし避難するとすれば何をきっかけに？

Ｑ避難住民－今回避難されたきっかけはなんですか？

避難するかどうか

防災意識の高揚

防災情報の提供

避難勧告等発令

自ら危険性を判断

or

役場からの呼掛け

検証結果 ＣＬの妥当性

土砂災害警戒情報、危険度情報の判定基準として

危険度情報（レベル４）の捕捉率 ６３％（２４７／３８９件）

うち５０m3以上の捕捉率 ７４％（ ２８／３８ 件）

警戒情報発表中に発生した災害 ７３％（２４７／３３９件）

うち５０m3以上の災害 ８５％（ ２９／３４ 件）

松江市において警戒情報発表前に災害が４１件発生している

昨年度の結果では、ＣＬ設定のＲＢＦＮ出力値０．２は妥当な値で
あり、すぐに見直す必要はないと考えられる。しかし、下限値につ
いては松江市のような現象もあることから、今後、再現するようで
あれば見直しを行う必要がある。
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検証結果 防災情報として

土砂災害発生の危険性を適確に表しているか

発生災害うち約８０％は事前に危険度情報の５ｷﾛﾒｯｼｭ（レベル１～４）で
知らせている

レベル４が点灯した５ｷﾛﾒｯｼｭの半数で土砂災害が発生している

家屋が破損する規模の災害の８５％は警戒情報発表中に発生している

従来の警戒避難基準雨量と比較すると、土砂災害警戒情報・危険度
情報は災害発生の時期と位置を適確に表している。今後は更に、予
測精度の向上を図るとともに、分かりやすい防災情報とするために
説明会やシステムの改善を図っていく。

１ｋｍメッシュ情報の運用方法や表示システムの運用変更、計算時
間の短縮、実況雨量の評価組み込み、土壌雨量指数の細分、CLの
メッシュごと設定など今後、整理検討が必要です。

検証結果 早期避難のために

防災活動や自主避難の判断材料として

住民が避難するのは、自ら危険を感じたとき、または役場からの呼びかけが
あったとき。

土砂災害危険箇所、土砂災害警戒情報・危険度情報の周知度、理解度など
住民の土砂災害に対する防災意識には個人差がある。

災害が発生する前、事前の避難勧告等の発令基準が定められていない市町村
がほとんどである。

住民が自ら危険性を判断するには、防災意識の向上が不可欠であり、
県、市町村が連携して意識高揚を図る必要がある。また、住民は役
場からの情報を頼りにしており、避難勧告等の発令基準の作成が急
がれる。

国や県による地域の避難訓練や警戒体制の確保のための予算措置を補助す
る制度の新設も必要では

避難勧告等の発令にあたって・・・

●避難そのものに危険を伴う場合があることを考慮する

１．台風による暴風雨の襲来等が予測される場合は早めに発令

２．夜間は避難路の安全が確認できない場合があるので早めに

３．安全な避難経路、危険箇所の周知

４．わかりやすい言葉と情報（発表に勧告や指示などを明確に）

緊急性が伝わる工夫（市長、町長から呼びかけるなど）

●気象状況は刻々と変化することを考慮する

１．各種気象情報を含めて総合的に判断する

２．管内のみならず隣接する市町村の情報収集

３．予測結果のみでなく、現在の危険性をまず把握すること

避難勧告等への活用に向けて・・・

◆市町村長が的確に避難勧告等を発令するためには

１．客観的な発令基準を定めておく

各種気象情報や前兆現象など（ガイドラインの作成）

状況判断する専門部署または専門員の養成、配置

２．発令基準を住民に周知する

広報誌等への記載、避難所となる集会所等へ掲示

３．住民がとるべき行動を周知する

ハザードマップの作成、危険箇所の周知

４．避難訓練等の実施

住民が避難を体験する

職員の配置、消防団等との連携確認（情報伝達、相互確認）

５．機関の連携（県と市町村） 人員派遣、アドバイザー

県土整備事務所からのアドバイス、人員の派遣も必要か

「土砂災害警戒情報」という名称は住民や市町村に土砂災害の切
迫性を伝えるのに弱い気がします。

「警報」で住民や市町村は危険を認識します。

「情報」では一般にもわかりにくいと思います。

名称変更を行って、「土砂災害警報」として文面に市町村が避難勧
告や指示を促したり、住民が自主的に避難の判断ができるような
工夫が必要です。今のままの文面や情報では危険性が伝わりにく
い気がします。

名称変更とともに文面や図に工夫が必要です。土砂災害危険度情
報との連動や避難に触れる必要があります。

「百回の空振り当たり前、大雨でも危険箇所の数％が崩れる程度、
そのなかの人家の被災確率はそのまた数％、でも人命を守るため
には避難が必要です。当たらなくてよかったと思える意識に。」

おわりに（おまけ）
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“諏訪市における
警戒避難体制の実際について”

「砂防研究報告会」
H19.10.4

“諏訪市における
警戒避難体制の実際について”

「砂防研究報告会」
H19.10.4

諏訪市危機管理室諏訪市危機管理室

諏訪市の概要

人口：52,884人(19年3月1日現在)

65歳以上：11,806人(人口の約22％)

一人暮らし：1,074人

諏訪市の地形諏訪市の地形

諏訪湖
流入河川
３１（一級河川１５）

流出河川

天竜川 １

諏訪湖
流入河川
３１（一級河川１５）

流出河川

天竜川 １

平成18年7月豪雨災害平成18年7月豪雨災害

９：４５

中の沢川土石流
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釜口水門

水 位
釜口水門

最大流入量
733.050m3/s

（7月19日 7:00）

最大放流量413.900m3/s
（7月19日 14:00）

最大貯水位2.33m (EL=760.375m)
（7月19日13:00,14:00）

常時満水位 1.10m
警戒水位 1.70m
特別警戒水位 2.00m
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諏訪市の主な 水被害状況

中の沢川土石流状況

上諏訪駅西付近

ヨットハーバー

大手町付近

144.38ha 144.38ha 

319.58ha319.58ha
42.30ha  42.30ha  

38.77ha  38.77ha  

計計５４５５４５haha

諏訪湖周辺浸水面積

11,,105105haha 中ノ沢川土石流 片羽保育園裏土砂崩れ

災害写真（湖南中ノ沢川）災害写真（湖南中ノ沢川） 災害写真（豊田）災害写真（豊田）
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浸水地域／パトロール・救助活動浸水地域／パトロール・救助活動

中ノ沢川

S47 赤津川氾濫

S５６．７月豪雨災害

S５８台風１０号豪雨

＜災害状況＞

床上浸水

５０２戸

床下浸水

１，２９１戸

避難指示

９世帯 ２０人

避難勧告

２，４４５世帯 ５，６７３人

土砂崩落危険箇所

角間新田上 大岩二沢ほか ３２箇所

林道３２路線中 ２１路線で崩落、崩壊

避難所

６箇所設置 避難人員 ２０７世帯 ４７２名

床上・床下浸水合計

１，７９３戸

平成18年7月豪雨災害 昭和58年（台風10号）災害

死 者 － ２名

負傷者 － ９名

住

家

全 壊 － ５件

半 壊 １０件 ９件

一部破損 － ２件

床上浸水 ４９２件 １０９５件

床下浸水 ８９２件 １５０１件

小計 １３９４件 ２６１２件

非住家 ３９９件 ６２４件

計 １７９３件 ３２３６件

被害状況比較被害状況比較

平成１８年７月豪雨災害情報伝達

防災行政無線による
情報伝達

土砂災害相互通報システム
による情報交換

・災害対策本部情報収集
・関係機関からの情報提供
・市民からの情報提供

消防車両・市車両
による広報

市ホームページによる
情報伝達

諏訪市災害対策本部

行政チャンネルによる
情報伝達

土砂災害情報相互通報システム概要土砂災害情報相互通報システム概要土砂災害情報相互通報システム概要

県

転送サーバ

防災行政
無線

住

諏訪建設事務所

雨量局

ＣＴＩサーバＧＩＳ

パソコンパソコン

インターネット

電 話電 話

避難状況

災害情報

テレビテレビ

ＣＡＴＶ
13ch

雨量情報警戒区域

避難場所 災害情報

ＷｅｂＧＩＳ＋ＣＴＩ（電話応答通報装置）＝災害関連情報を地図上に表示し、地域の状況を一目で把握ＷｅｂＧＩＳ＋ＣＴＩ（電話応答通報装置）＝災害関連情報を地図上に表示し、地域の状況を一目で把握

雨量観測
データ

ホストサーバ

諏訪

ＬＣ

ＣＡＴＶ
ヘッドエンド装置

雨量情報警戒区域

避難場所 災害情報

ＣＡＴＶ
ｺﾝﾃﾝﾂ作成ｻｰﾊﾞ

雨量情報

雨量情報
砂防情報ｽﾃｰｼｮﾝ

諏訪市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
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7月
15
日
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日

17
日
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日
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日
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日
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日
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日

26
日
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日

28
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日

計

アクセス数 4 7 167 1252 2129 1349 885 418 264 424 286 81 66 69 28 43 57 7641
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7 月

アクセス数

諏訪市ホームページ“土砂災害相互通報システム”アクセス状況 諏訪市ホームページ災害情報
湖南北真志野

（中ノ沢川周辺）避難勧告発令

諏訪市内道路情報土砂災害相互通報土砂災害相互通報システムシステム 土砂災害図上訓練（H19.6.28）土砂災害図上訓練（H19.6.28）

土砂災害図上訓練（H19.6.28）土砂災害図上訓練（H19.6.28）

避
難
の
判
断
を
す
る

避難勧告など避難勧告など

土砂災害警戒情報土砂災害警戒情報

市町村

長野県

長野地方気象台

防災行政無線防災行政無線

メールメール

テレビ・ラジオテレビ・ラジオ

「砂防情報ステーション」
「気象庁ホームページ」

インターネットインターネット
雨量状況
の確認

天気予報
の確認

避難情報
の確認

発表情報
の確認

〔住民〕

降雨の状況や今後の予測などから、

長野県と長野地方気象台が連携して

発表します。

発表は市町村ごとに行われます。

土砂災害警戒情報が発表されたときは、

非常に危険な状態です。

大雨注意報大雨注意報

大雨警報大雨警報

土砂災害警戒情報土砂災害警戒情報

土砂災害警戒情報は
大雨警報の後に
発表されます。

土砂災害が発生する前には、様々な前兆現象がみられます。

（土砂災害の発生前には必ずこのような前兆現象がみられるわけではありません）

土砂災害の危険を感じたら、直ちに避難してください。

長時間の雨や集中的に雨が降った場合には、土砂災害が発生しやすくなります。

また、地域によっては、少量の降雨でも土砂災害が発生することがあります。

前兆現象を発見した場合は、
防災関連機関に状況や場所を
連絡してください。

【主な連絡先】

市役所 【 ５２－４１４１】

警察 〔 110 〕
消防 〔 119 〕
最寄りの建設・砂防事務所など。

早期の避難を
心がけましょう

日頃から避難場所や、避難経路を確認しておきましょう。

土砂災害警戒情報が発表されていなくても注意が必要です。

日頃から身近にある危険な場所を確認しておきましょう。

大雨や長雨時には、気象情報の入手に努め、危険を感じたら土砂災害警戒情報

の発表や避難勧告・避難指示等の有無に係わらず、早急な自主避難が必要です。

大雨や台風などのときに、住民の皆さんには様々な情報が提供されます。

それらの情報を積極的に収集して、避難の準備や自主避難に役立ててください。

土石流・がけ崩れは発生を確認してからでは、逃げきれません。

もっとも大切なことは、事前に避難することです。

雨の状況

自主避難

避難準備

土砂災害警戒情報は、
大雨による土砂災害を防ぐために、

住民の皆さんの避難準備や自主避難の
判断

市町村の避難勧告や避難指示等の発令

を支援する情報です。
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避難準備情報 避難勧告 避難指示 勧告等の決定

前日までの連続雨量
が１００ｍｍ以上あっ
た場合

当日の日雨量が５０
ｍｍを超えたとき

当日の日雨量が５０ｍｍを
超え、時間雨量が３０ｍｍ
以上の強い雨が予想され
るとき

土砂災害の前兆現
象が認められると
き

土砂災害が発生し
たとき

本部長及び副本部
長で協議決定

前日までの連続雨量
が４０～１００ｍｍの場
合

当日の日雨量が８０
ｍｍを超えたとき

当日の日雨量が８０ｍｍを
超え、時間雨量が３０ｍｍ
以上の強い雨が予想され
るとき

前日までの降雨がな
い場合

当日の日雨量が１００
ｍｍを超えたとき

当日の日雨量が１００ｍｍ
を超え、時間雨量が３０ｍ
ｍ以上の強い雨が予想さ
れるとき

その他本部長が必要と認めたとき

避難勧告等の判断基準避難勧告等の判断基準
参考資料参考資料

17日12時現在約150mm17日12時現在約150mm 18日3時現在約50mm超え18日3時現在約50mm超え 18日17:24警戒の重要変更18日17:24警戒の重要変更

シミュレーションシミュレーション

①浸水想定区域（１／１００）
②土砂災害警戒区域

（土石流・急傾斜地）
③災害履歴

①浸水想定区域（１／１００）
②土砂災害警戒区域

（土石流・急傾斜地）
③災害履歴

避難勧告・指示の判断避難勧告・指示の判断

○崖地・急傾斜地等で警戒を要する箇所
A・・・２箇所
B・・・７箇所
C・・・７箇所
要パトロール・・・３箇所

○水防上警戒を要する箇所
A・・・２箇所
B・・・１箇所
C・・・３箇所
要パトロール・・・１２箇所

○道路で警戒を要する箇所
要パトロール・・・１箇所

防災パトロール（市・県・消防・警察）防災パトロール（市・県・消防・警察）
危険度基準 《Ａランク》 人家に直接被害が予想され、早急に保安措置が必要なもの

《Ｂランク》 危険と思われるので、当面保安措置を要請または指示するもの
《Ｃランク》 改修等により危険が少なくなったもの。または、人家への直接

被害が少ないものであるが、今後も注意を促すもの

計３７箇所
警戒箇所として指定

諏訪諏訪

諏訪建設諏訪建設

釜口水門釜口水門

茅野茅野

原村原村

富士見富士見

八ヶ岳八ヶ岳

白樺湖白樺湖

蓼科蓼科

高ボッチ高ボッチ

観測所選択 （長野県諏訪地域）観測所選択 （長野県諏訪地域）
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発表時刻 発表内容 土砂災害警戒情報 発表地域

06/03 09:20 発表中 長野 、岡谷市

土砂災害危険度土砂災害危険度雨量情報雨量情報

土砂災害警戒情報土砂災害警戒情報

災害履歴

土砂災害警戒情報

川の防災情報

浸水想定区域

土砂災害警戒区域

危険箇所

土砂災害危険度

雨量状況・予測

避難勧告・指示避難勧告・指示

諏訪市気象情報システム（将来構想）諏訪市気象情報システム（将来構想）

独自観測

気象庁情報

砂防情報

河川情報

　

　　

自ら身を守る

「自助」

「共助」 「公助」
地域・ボランティア 国・地方公共団体

・非常持ち出し品の準備

・避難場所の確認

・身の回りの安全対策(家具転倒防止等)
・家族との連絡方法など

・地域での救助活動

・自主防災会の強化

・防災訓練への参加など

・迅速・正確な情報伝達

・警戒避難体制整備

・啓発活動など

自
助
・共
助
・公
助
の
連
携

自主防災組織 対象地区９０ 結成率８８自主防災組織 対象地区９０ 結成率８８

支えあいマップ作成の推進支えあいマップ作成の推進

諏訪市マルチハザードマップ
データーとして災害時にも活用

１) 建築物の耐震化を促進するための地震ハザードマップ
・揺れやすさマップ
・地域危険度マップ
・地震断層マップ

2) 土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域
・急傾斜地の崩壊危険箇所
・土石流危険箇所
・地すべり危険箇所

3) 洪水で河川が氾濫した場合の洪水ハザードマップ
・浸水想定区域図（１／１００）
・過去の浸水実績図
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《森林の手入れ不足により林床の植生が消失》
細く密生した人工林の災害が多い

《森林の手入れ不足により林床の植生が消失》
細く密生した人工林の災害が多い

間伐や植栽の強化

根が深く張る広葉樹を針葉樹に織り交ぜた混合林の整備

間伐や植栽の強化

根が深く張る広葉樹を針葉樹に織り交ぜた混合林の整備

災害に強い森づくり災害に強い森づくり
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